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日本行動計量学会第38回大会報告 
 

                                             松本 正生 

 

 日本行動計量学会の第 38 回大会は、2010

年9月22日(水)から25日(土)の４日間、埼

玉大学で開催されました。本大会は、22日の

チュートリアル･セミナー、23 日から３日間

にわたるセッション、記念講演、シンポジウ

ムを通じ、400 余名の参加者を得て盛況裏に

終了しました。ご参加くださいましたみなさ

ま、誠にありがとうございます。 

大会開催にあたりご助力を頂戴した、飽戸

理事長をはじめ行動計量学会の関係者の

方々に、御礼を申し上げる次第です。わけて

も、大会の企画委員長として、多大なご苦労

をお掛けした関西大学の松本渉准教授には、

心より感謝しております。多忙な時間を割い

て来日され、チュートリアル講義並びに大会

講演をお引き受けいただいたミシガン大学

のＭ．クーパー教授にも、御礼を申し添えた

いと存じます。 

 今回の大会は、次の２点を基本的方針とし

ておりました。第一は、通常の公募枠の他に、

企画委員セッションを設定したことです。企

画委員会を構成する 23 名の研究者の方々に

よって個々のテーマが決定され、企画委員の

オーガナイズによる人選のもと、13のセッシ

ョンが設定されました。企画委員セッション

を設定したことにより、公募のセッション数

や報告数が圧縮され、自主研究や若手研究の

発表機会を若干制限した面はあるかもしれ

ません。ただ、企画委員セッションは、行動

計量学会の特徴である研究領域の多様性お

よび学際性を担保したいという趣旨であっ

たことを、ご理解いただければ幸甚です。 

 第二は、調査関連のセッションを数多く設

定し、出口調査やインターネット調査など新

種の方法を積極的に取り上げたことです。匿

名性の高い社会のもと、方法を問わず調査の

実施環境が悪化する一方で、それゆえにこそ、

何らかの証拠が求められ調査と調査結果が

もてはやされるのが昨今の現状です。既成の

調査理論や調査方法に社会をはめ込むので

はなく、社会の変化にあわせて調査を設計す

る、あるいは新たな調査方法を開発すること

が、われわれ学会関係者に要請されていると

思います。 

 おかげさまで、14の特別セッション、7の

一般セッションを合わせた計 34 のセッショ

ンにおいて125本の報告が行われました。三

種類のセッションの相乗効果により、先駆的

でレベルの高い研究成果発表とそれに基づ

く議論が展開され、学会の模様はマスコミで

も報道されました。 

最後に、極めて少ないスタッフをフル回転

させ大会を切り回してくれた、江口運営委員

長をはじめとする埼玉大学の同僚諸兄に謝

意を表するとともに、岡山理科大学（森実行

委員長）で開催される来年度の第３９回大会

のご成功をお祈りいたします。 

 （まつもとまさお、埼玉大学） 
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学会賞受賞者より 

 

9月24日に埼玉大学で開催された第38回学会

総会において、学会賞の授賞式が行われ、林知己

夫賞(功績賞)は村上隆会員に、林知己夫賞(優秀

賞)は土屋隆裕会員に、肥田野直・水野欽司賞(奨

励賞)は尾崎幸謙会員に授与されました。 

 

林知己夫賞(功績賞)を受賞して       

中京大学 村上 隆 

  
私のような者に、この大きな賞を授与された日

本行動計量学会の度量の大きさに改めて驚くと

ともに、衷心から感謝の念を表します。「これは

今までの仕事の評価というよりは、今後への期待

をこめての授与である」とは、ご関係の先生のお

言葉でしたが、そんなご期待にお応えできるかど

うか、不安ではありますが・・・。 
 学部学生の頃から始めた精神物理学的尺度構

成の研究を皮切りに、名古屋大学に職を得て以降

は、教育心理学分野での応用を目指した記述的多

変量解析の方法を主たる研究テーマにして参り

ましたが、その間、何とか人間行動の量化という

トピックには、どうにか関心を持ち続けてきまし

た。そして、心理測定（性格検査・興味検査）、

入学試験、日本語能力に関する試験、さらに現在

の中京大学では社会調査と、多くの応用分野で少

しずつ仕事をさせていただきました。今回の受賞

に際しては、本来の学術的業績よりは、そうした

いわゆる社会的活動の方を評価していただいた

のだと思っておりますが、そのいずれをとっても

「功績」とか、林知己夫先生のお名前とかにふさ

わしいものは見当たらず、身の縮む思いです。そ

れでも、そんな半端仕事のいくつかをご覧いただ

いていた方々がいらっしゃったことには、何か心

強いものを感じたのも事実です。 
 計量的方法論は、一見、数理的に明快な形をと

っておりますが、現象領域との「つなぎ」を考え

始めた途端に、全くわからないことだらけになっ

てしまいます。いつも解けない疑問を抱えながら、

何とか研究の最先端から大きく後れは取らない

ように毎年国際学会に出かけ、何かのヒントが得

られないかと、いろいろな分野の勉強は続けてお

りますが、もはや寄る年波、仕事は遅々として進

まず、いつも各方面にご迷惑をおかけし続けてい

ます。 
 ご指導、ご鞭撻をいただいてきた、ここにはと

てもお名前を挙げきれないほど多くの先生方、先

輩方、さらには若い方々に、この場をお借りして、

改めて厚くお礼申し上げるとともに、そのご恩の

ほんの少しでもお返しできるように、これからも

微力を尽くすことをお約束して、受賞のご挨拶と

させていただきます。 
 

林知己夫賞(優秀賞)を受賞して  

情報・システム研究機構 統計数理研究所   

土屋隆裕 

 

 このたびは、思いもかけず日本行動計量学会林

知己夫賞（優秀賞）をいただき、驚くと同時に大

変光栄なことと心より感謝申し上げます。 

 1994年に統計数理研究所に入所以来、日本人の

国民性調査などを通して優れた先達から統計調

査の基礎を学ぶ機会に恵まれました。中でも、調

査票の設計の仕方など調査方法を少しでも変え

れば結果は大きく変わるという事実は私にとっ

ては大変衝撃的で、爾来、いかにして統計調査を

行い、データを取ればよいのかと試行錯誤を続け

てまいりました。社会的に望ましくない行為経験

の有無など、率直には答えられない内容であって

も、質問方法を工夫すれば調べられるという間接

質問法の発想の巧妙さには、思わず唸らされると

同時に、不可能と思えることも可能にしていく人

間の知恵には驚嘆させられました。 

 ここ数年は、統計数理研究所がこの半世紀の間

に行ってきた様々な調査を改めて整理し直し、利

用できる形にした上で、後の世代に伝えていこう

と作業を進めております。昔の話が好きな私は、

五百年近く前にザビエルが「ほかのどの国民より

明らかに優秀だ」と感嘆した日本人の生き方を、

その当時から統計的な社会調査によって調べ続

けていたら、どんなにか面白く、今を知る上でど

れだけ役立つだろうと夢想しますが、叶わぬ夢で

しかありません。賢者は歴史に学び、愚者は体験

に学ぶというビスマルクのよく知られた箴言が

あります。後世の賢者のために、これからも微力

を捧げていこうと思います。改めまして、このた

びは本当にありがとうございました。 
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肥田野直・水野欽司賞(奨励賞)を受賞して        

情報・システム研究機構 統計数理研究所 

尾崎幸謙 

 

この度は、このような栄誉ある賞を頂き、大変

光栄に存じます。受賞を1つの目標として参りま

したので、心からうれしく思っております。 

私がはじめて行動計量学会に参加したのは、ち

ょうど10年前の2000年に東京大学で開催された

第 28 回大会でした。大会の 2 週間ほど前に修士

課程の試験があり、合格直後に、その後ご指導頂

くことになった早稲田大学の豊田秀樹先生から

の勧めで参加を致しました。私はそれまで豊田先

生の研究室生ではなかったこともあり、統計学の

知識もあまりなく、先生方のお話の内容はほとん

ど理解することができませんでした。とんでもな

いところに来てしまった、この先自分は大丈夫な

んだろうかと心配になったことをよく覚えてい

ます。そのような中、私の2年上の先輩である荘

島宏二郎先生が、ご発表後に多くの先生方から賞

賛を受けていらっしゃった姿は非常に印象的で、

自分の良い目標ができた大会でもありました。 

その後は、豊田先生の厳しくも温かいご指導を

受 け な が ら 研 究 者 の 道 を 目 指 し 、

『Behaviormetrika』誌に論文を掲載させて頂く

ことができました。この論文は、テスト理論に関

するもので、項目反応理論の普及の妨げとなって

いる同一項目の複数回利用に対して、新たな数理

モデルの開発によって解決を試みたものです。今

回の受賞理由の１つに、「理論と実践のバランス」

を挙げて頂きましたが、それは豊田先生のご指導

のもと、この研究によって培われた私の研究者と

しての方向性だと思っております。また、この研

究に関しては、博士論文の副査をお引き受け頂い

た南風原朝和先生をはじめ、多くの先生方からご

指導を頂きました。この場をお借りして深く感謝

申し上げます。 

大学院修了後は、行動遺伝学の研究に取り組み、

現在は統計数理研究所において社会調査に取り

組みはじめるなど、様々な分野で統計学に基礎を

置いた活動を続けております。しかし、行動計量

学会はどのような分野であっても発表の機会を

与えて頂ける非常に懐の深い学会であり、分野を

変えつつも毎年のように学会発表をさせて頂い

ております。今回の受賞は、奨励賞ということで、

これまでの研究成果に対する評価というよりは、

今後に対する期待を込めてのものだと思います。

その期待を裏切らぬよう、今後も研究に励む所存

です。 

 

 

次年度大会開催校からの 

ご挨拶とご案内挨拶 
 

このたび、日本行動計量学会第39回大会を2011

年9月11日～14日に岡山理科大学で開催させて

いただくことになりました。振り返れば、岡山で

の開催は過去3回あり、第5回（1977年、故脇本

和昌実行委員長、岡山大学）、第17回（1989年、

故脇本和昌実行委員長、岡山カルチャーホテル）、

第27回（1999 年、垂水共之実行委員長、倉敷市

民会館・芸文館）と、ほぼ 10 年おきに開催させ

ていただいています。第 27 回大会は、私もお手

伝いをさせていただき、たくさんのみなさんに、

倉敷の市民会館と芸文館の2会場を行き来しなが

ら、倉敷美観地区も楽しんでいただいたことが思

い出されます。そして、12年が経つ来年、今度は

実行委員会としてみなさんをお迎えすることに

なり、その喜びと責任の重さを感じているところ

です。 

現在、岡山では、日本行動計量学会の地域部会

である「行動計量学岡山地域部会」の活動が9年

目を迎えております。この地域部会の活動の一環

で、行動計量シンポジウムも4回（第79、85、91、

92回）開催させていただきました。若手の育成も

含め、岡山および近県の研究者の交流が継続的に

行えているのも、学会の助成があるからこそと感

謝しております。いよいよ今度は本大会、実行委

員一同、気を引き締めて、準備にかかっておりま

す。 

さて、今回は岡山理科大学を会場とさせていた

だきます。JR岡山駅西口から「岡山理科大学行き」

のバスに乗り、20分弱で正門下に着きます（以前

の岡山理科大学をご存じの方は、ずいぶんアクセ

スがよくなったと思われることと思います）。セ

ッション会場として使用する第25号館（創立40

周年記念館）も 6 年前に建てられた新しい棟で、

500 人を収容するホールを最上階にもち、全体会

から分科会まで、すべてのセッションをこの棟で

行います。また、懇親会は、岡山市内が一望でき



 

 

 

日本行動計量学会会報 第 127 号                                 2010 年 12 月 1 日 

 

るラウンジ（11号館8階）を予定しており、ちょ

っとした展望台気分も味わっていただけるかと

思います。 

例年通りの予定で、特別セッションの募集、そ

れに引き続き、一般講演の募集を行います。また、

日本テスト学会第9回大会が本大会の直前（9月

10 日～11 日）に岡山大学で開催されることに合

わせ、11日のチュートリアルセミナーを両大会の

共催で行います。より充実したチュートリアルセ

ミナーとなるよう、現在、内容を詰めているとこ

ろです。多くのご発表、たくさんのご参加をお待

ちしています。熱のこもった議論の合間には、日

本三大名園の一つである後楽園、岡山城、倉敷美

観地区、日本のエーゲ海と称される牛窓、祭り寿

司、きび団子、フルーツなどなど、岡山の名所・

名産もしっかり味わっていただけたらと思いま

す。 

本大会が有意義な会となるよう実行委員一同

最善を尽し、みなさまをお待ちしておりますので、

どうぞ、よろしくお願い申し上げます。 

岡山理科大学 総合情報学部 教授 

  森 裕一(第39回大会実行委員長) 

 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

委員会活動報告 
 

運営委員会より 

 
 第38 回大会チュートリアルセミナーの御報告 

 

日本行動計量学会第 38 回大会チュートリアル

セミナーが下記の要領で開催されました。 

日 時：2010 年9月22日（水13時30分～16時 

30分 

会 場：埼玉大学 東京ステーションカレッジ 

テーマ：Visual Aspects of Web Survey Design 

講師：ミック・Ｐ・クーパー（ミシガン大学） 

司会：松本渉（関西大学） 

質疑応答通訳：住本隆（アダムス・コミュニケー

ション） 

参加人数：37 名 

 Designing Effective Web Surveys の著者であ

るミック・クーパー氏（ミシガン大学）を講師に

お迎えし、御著書の内容と最新の研究成果を踏ま

えて、Web surveyのデザインの重要性とそのガイ

ドラインについて幅広い観点からお話し頂きま

した。 

 質疑応答時間には、熱心な受講者の方から、通

訳を介しての質問だけでなく、英語での質問も数

多く頂き、大変な盛り上がりをみせました。 

 最後になりましたが、講師の方をはじめご参加

いただいた方に感謝申し上げます。 

 松本渉(第38回大会企画委員長 関西大学) 
 

第14回春の合宿セミナーのご案内 

 

日程：平成２３年３月26日（土）～27日（日） 

場所：東北大学（川内キャンパス） 

概略（予定）： 

 第１日（３月２６日（土）） 

「項目反応理論を学ぼう！-ＩＲＴ入門編-」 

   講師：佐藤喜一（新潟大学） 

「項目反応理論を使おう！-ＩＲＴ実践編-」 

   講師：熊谷龍一（東北大学） 

 第２日（３月27日（日）） 

 「筆者に教わろう！『Ｒによるやさしい統計学』」 

       講師：山田剛史（岡山大学）・杉澤武俊 

（新潟大学）・村井潤一郎（文京学院大学） 

開催担当：柴山直（東北大学） 
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平成23年度研究部会の募集 

 

日本行動計量学会では、研究活動の活性化をは

かるため、研究部会を設け、活動経費の助成を行

っています。研究部会には、一定地域での研究推

進活動や研究普及活動を主な目的とする地域部

会、および、オリジナリティーに富んだ研究成果

を挙げることを目的とする研究グループがあり

ます。活動経費は、地域部会については1 部会上

限5 万円程度、研究グループは1 部会5 万円（採

択件数は優れた研究計画若干）です。地域部会に

ついては、都心部から東京近郊までを主たる活動

地域とする部会を考えておりません。平成 23 年

度の研究部会の募集を下記要領で行います。なお、

採否の審査結果は、4 月初旬にお知らせする予定

です。 

○提出書類（下記の内容を電子メールにてお送り

ください。）： 

(1) 地域部会：研究部会名、代表者、参加予定者

（会員・非会員別）、助成希望金額、活動予定（こ

の順序で書くこと） 

(2) 研究グループ：研究部会名、代表者、参加予

定者（会員・非会員別）、研究計画、活動予定（こ

の順序で書くこと） 

○応募締切：平成23 年1 月22 日（土）必着 

○送付先（問合せ先）： 

日本行動計量学会運営員会委員長 

植野真臣 

ueno@ai.is.uec.ac.jp 

なお、研究部会に関する規約はWeb ページ 

http://wwwsoc.nii.ac.jp/bsj/bukai/bukai.pdf 

をご参照ください。 

 

理事会議事録 
 

日本行動計量学会2010年度第1回理事会議事録 

 

日時：2010年5月17日（月）18：00～20：00 

場所：大学入試センター3階視聴覚室 

議事進行： 飽戸弘理事長 

出席者： 飽戸弘、足立浩平、岩崎学、植野真臣、 

大津起夫、大森拓哉（書記）、岡太彬訓、菊地

賢一、椎名久美子、竹村和久、鄭躍軍、林文、

星野崇宏、前田忠彦、松本渉、森裕一、森本栄

一、柳井晴夫、山岡和枝、吉野諒三 

陪席者： 松本正生（第 38 回大会実行委員会委

員長） 

 

議題 

1. 2009 年度第7回理事会の議事録確認および承

認 

菊地事務局長より、資料1に基づき、前回理事

会議事録案が示され、承認された。 

 

2. 第38回大会 

松本大会実行委員長より、資料 2,3,13 に基づ

き、大会日程案が示された。チュートリアルセミ

ナーおよび記念講演は、ミシガン大学のクーパー

氏にお願いすることとなった。また、シンポジウ

ムは一般公開することとなった。さらに、以下の

件について報告・討議され、承認された。 

①非会員の大会参加について、一般発表は著者に

少なくとも1名の会員が入ることとする。特別

セッションについては、オーガナイザーから実

行委員会に、個別に相談する。 

②報告者と司会者の重複はほぼなくなった。 

③社会調査協会との共催となって、同協会がクー

パー氏の渡航費・謝金の一部を負担する場合に

は、社会調査協会会員の参加費も、会員扱いと

する予定である。 

 

3. 平成21年度決算案・平成22年度予算案 

菊地事務局長より、資料4,5に基づき、平成21

年度決算について、5月11日に柳原・渡部両監事

による監査が終了した旨報告があった。また、飽

戸理事長より、柳原監事からの報告書の説明があ

り、以下の点について指摘があった。 

・ 収入の各委員会からの返金が多いこと 
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・繰越金が多いこと 

これらの点について、菊地事務局長より、運営

委員会の返金は2年分であったことなどが理由と

して挙げられた。次年度は積立金などに充てるこ

とも報告された。また、繰越金としては1年分の

運営費程度なら認められること、著作権料の増加

などが収入増につながったこと、などの報告があ

り、決算案は承認された。予算案については、和

文誌1号分などを繰り越すことなどが示され、次

回理事会にて承認を得ることが確認された。 

 

4. 各委員会報告 

(ア)編集委員会 

岡太委員長より、和文誌編集委員の増員・編集

補助員の交代について説明があり、竹村和文誌編

集委員長より人選案が出され、和文誌編集委員と

して福田大輔氏、若山大樹氏、高橋尚也氏、編集

補助委員として大久保重孝氏、玉利祐樹氏が選

出・承認された。また、新たに論説というカテゴ

リーを設けることが提案され、承認された。資料

6 に基づき、現在の投稿・審査状況、和文誌 37

巻1号が再校段階であること、特集号「郵送調査

法」を企画中であること、論文の電子化作業に伴

う著作権委譲の手続きの進行状況が報告された。 

欧文誌については、37巻2号（9月）、38巻1

号（3月）が2カ月遅れること、投稿数・採択数

が増えていること、現在の投稿数は 16 本で、現

在4本が採択決定し、9月発刊の号に間に合うこ

とが報告された。また、植野理事より、11月に人

工知能に関する国際研究会があり、出席者たちに

よる特集号を企画中である旨報告があった。 

(イ)運営委員会 

植野委員長より、資料7に基づき、特別シンポ

ジウム「調査の実践上の課題」の開催、春の合宿

セミナーの開催、研究部会の申請が継続の3件で

あること、運営委員に橋本貴充氏を新たに選任す

ることの報告があり、承認された。また、岡山地

域部会は、代表者を変更した上で継続が可能であ

ることが確認された。 

(ウ)広報委員会 

森委員長より、大会開催案内を 30 学会程度に

案内告知を行ったこと、会報6月号と一緒に大会

プログラムを送付すること、新名簿によるメーリ

ングリスト登録が行われたこと、などが報告され

た。 

 

(エ)事務局 

菊地事務局長より、入会・退会の報告があり、

正会員11名、準会員3名の入会が承認された。 

 

5. 学会賞 

(ア)学会賞選考委員長の決定について 

今泉理事からの連絡を受け、菊地事務局長より、

委員長候補の提示があり、承認された。 

(イ)寄付について 

飽戸理事長より、寄付金の受領が済んだことが

報告され、学会賞の予算に組み入れることとなっ

た。 

 

6．その他 

(ア)社会調査協会について 

飽戸理事長より、5月29日に理事会があり、理

事・委員の選出があること、行動計量学会からの

会員が 100 名中 10 名と少ないことなどが報告さ

れた。 

(イ)統計関連学会連合について 

山岡理事より、次回大会の開催は横幹連のシン

ポジウムと同時開催で、早稲田大学にて開催され

ること、および来年度以降の予定などが報告され

た。 

(ウ)横幹連について 

菊地事務局長より、今泉理事の資料 12 に基づ

き、総会および横幹連のポスターについて報告が

あった。 

(エ)協賛の依頼について 

菊地事務局長より、国際心理学会大会の誘致活

動と医療情報学会より大会開催協賛の依頼が来

ていることが報告された。 

(オ)次回理事会日程について 

次回理事会は平成22年7月26日（月）18時よ

り大学入試センターにて開催予定である。 
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関連学会等カレンダー 

 
＜学協会大会・定例シンポジウム等＞ 
 

☆日本音声学会第322回研究例会 

 

会 期：2010年12月11日（土） 

会 場： 獨協大学 

照会先：青柳真紀子先生 

URL: http://www.psj.gr.jp/jpn/  

 

☆第１回 科学技術教育フォーラム 

 

会 期：2010 年12 月27 日（月）10時～17時 

会 場：成城大学 3号館003教室（定員400名） 

照会先：(社)日本品質管理学会 事務局 

TEL 03-5378-1506 

E-mail:apply@jsqc.org 

URL: http://www.jsqc.org/q/news/events-list.html 

 

☆第51回数理社会学会大会 

 

会 期:2011年3月8日(火)・9日 (水) 

会 場:沖縄国際大学（沖縄県宜野湾市） 

照会先:数理社会学会 

URL: http://wwwsoc.nii.ac.jp/jams/ 

 

☆社会言語科学会第27回大会 

 

会 期: 2011年3月19日（土）・20日(日） 

会 場: 桜美林大学（町田キャンパス） 

照会先：〒194-0294 東京都町田市常磐町3758 

TEL：042-797-2661（代表） 

URL: http://www.wdc-jp.com/jass/27/  

 

☆第22 回発達心理学会大会 

 

会 期：2011 年3 月25 日（金）～27 日（日） 

会 場：東京学芸大学 小金井キャンパス 

照会先：〒184-8501 東京都小金井市貫井北町4-1-1 

東京学芸大学 教育実践研究支援センター内 

日本発達心理学会第22回大会委員会 

FAX：042-329-7683 

E-mail:jsdp2011@u-gakugei.ac.jp 

URL: http://www.wdc-jp.biz/jsdp/conf2011/ 

学会誌論文投稿先 

  
学会大会で発表された研究などを、できるだけ論

文として投稿してください。お待ちしております。 
 

和文誌「行動計量学」 

〒162-8644 東京都新宿区戸山1-24-1 

早稲田大学文学部心理学教室 竹村和久 

E-mail: koudoukeiryougaku@gmail.com 
 

欧文誌:｢Behaviormetrika｣ 

〒565-0871 大阪府吹田市山田丘1--2 

大阪大学人間科学研究科 足立浩平 

E-mail: adachi@hus.osaka-u.ac.jp 
 

 

 

ご連絡 
 

日本行動計量学会会員数  (2010年11月10日現在) 

 

正会員             918名       

準会員                    67名 

名誉会員                8名 

シニア会員                15名 

寄贈会員                  9名(団体) 
 

入会手続き 

 

 学会では新入会員を広く募っています。詳しく

は、下記までお問い合わせください。 

〒169-0075 東京都新宿区高田馬場4-4-19 

(株)国際文献印刷社内 

日本行動計量学会係(担当：岸) 

bsj-post@bunken.co.jp 

TEL:03-5389-6209  FAX:03-3368-2822 
 

日本行動計量学会Webページ 

 

http://wwwsoc.nii.ac.jp/bsj/index.html 
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会員向けメーリングリストの登録・変更・削除に

ついて 
 

 本会では、会員向けメーリングリストに登録さ

れたアドレスにメールニュースを配信していま

す。こちらへメールアドレスを新規登録、変更、

削除（メールニュースの配信停止）される場合は、

ご自身で、「会員向けメーリングリスト：登録・

サービスの詳細」のページ 

http://wwwsoc.nii.ac.jp/bsj/member/ml.html 

に接続して、そこの指示にしたがって、作業を行

ってください。 

 なお、会員であることを確認するために会員番

号が必要ですので、学会からの送付物の宛名シー

ルなどを用意してください。 

 よろしくお願いします。 
 

会員専用ページへのアクセス 
 

 学会Webページの「会員のみなさまへ」の会報、

会員向けメーリングリストの2つのページが会員

専用となっています。これらのページにアクセス

する際には、以下のユーザー名とパスワードの入

力が必要となります。 

ユーザー名：bsj   

パスワード：1973 

 

編集後記 

 

 本号では恒例の大会の総括として、第38回大

会の実行委員長の埼玉大学の松本先生に巻頭言

をお願いしました。次回の第39回大会は2011年

9月11日～14日に岡山理科大学で開催される予

定です。 

またこれも恒例となっております、学会賞を受

賞された先生方のご挨拶を掲載いたしました。お

忙しいところ快く応じていただき、ありがとうご

ざいました。 

広報委員会では、会員の方が出版された本や、

会員に関係があると思われる、シンポジウム、セ

ミナーなどの情報を含め、会員の皆様から原稿を

募集しております。下記の送付先までお送り下さ

い。なお、編集の都合上、発行月(3,6,9,12)の前々

月の末日まで(次号128号の場合には1月末日)に

お寄せいただければ、直近号に掲載することが可

能です。それ以降に届いたものにつきましては、

内容を判断した上で、次号に回させていただきま

すのでよろしくお願い申しあげます。 

今年も会報の発行にご協力いただきありがと

うございました。少し早いですが、来年も宜しく

お願い申し上げます。よいお年をお迎えください。 

 

会報原稿送付先 

 

〒852-8521 長崎県長崎市文教町1-14 

長崎大学アドミッションセンター 

吉村宰 osamu@nagasaki-u.ac.jp 

TEL:095-819-2117  FAX:095-819-2112 

 

 

題字：林知己夫 

広報委員長：森裕一 

会報作成担当：吉村宰・星野崇宏・城川美佳・ 

菅野剛・田中ゆかり・中山厚穂・松本渉・ 

山岸侯彦・山田剛史 

相談役：前田忠彦 
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7
,8

4
7
円

1
9
,2

6
0
,3

6
3
円

△
 6

8
2
,5

1
6
円

特
別

会
計

（
別

口
座

）
　

　
　

期
首

支
出

収
入

期
末

学
会

賞
基

金
（
林

知
己

夫
賞

）
2
,7

6
1
,2

6
7
円

1
5
0
,0

0
0
円

3
0
0
,0

0
0
円

2
,9

1
1
,2

6
7
円

学
会

賞
基

金
（
肥

田
野

・
水

野
賞

）
4
9
2
,6

6
3
円

3
0
,0

0
0
円

0
円

4
6
2
,6

6
3
円

学
会

活
動

積
立

金
3
,8

0
6
,8

1
4
円

0
円

5
0
0
,0

0
0
円

4
,3

0
6
,8

1
4
円

会
員

名
簿

作
成

費
積

立
金

0
円

0
円

4
0
0
,0

0
0
円

4
0
0
,0

0
0
円

事
務

局
整

備
積

立
金

1
,1

5
3
,4

3
9
円

0
円

5
0
0
,0

0
0
円

1
,6

5
3
,4

3
9
円

2
2
年

度
学

術
定

期
刊

行
物

補
助

金
0
円

9
0
0
,0

0
0
円

9
0
0
,0

0
0
円

0
円

4
0
万

円
を

一
般

会
計

よ
り

積
立

5
0
万

円
を

一
般

会
計

よ
り

積
立

功
績

賞
1
0
万

円
1
件

、
優

秀
賞

5
万

円
1
件

、
2
年

度
分

で
3
0
万

円
を

一
般

会
計

よ
り

積
立

9
0
万

円
交

付
内

定

奨
励

賞
3
万

円
1
件

5
0
万

円
を

一
般

会
計

よ
り

積
立

滞
納

分
支

払
い

を
含

む
前

受
け

分

和
文

誌
3
7
-
1
制

作
費

、
2
1
年

度
決

算
で

は
学

会
誌

未
払

繰
越

分

備
考

科
学

研
究

費
補

助
金

交
付

内
定

（
特

別
会

計
か

ら
組

み
入

れ
）

和
文

、
欧

文
、

運
営

（
各

1
5
万

円
）

名
簿

作
成

費
を

積
立

横
幹

連
5
万

円
、

統
計

関
連

学
会

連
合

3
万

円

学
会

名
義

の
銀

行
口

座

5
0
万

円
積

立
5
0
万

円
積

立

2
1
年

度
は

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
バ

ン
キ

ン
グ

利
用

料
を

含
ん

で
い

た

2
1
年

度
は

積
立

な
し

だ
っ

た
の

で
、

1
5
万

円
×

2
年

度
分

平
成

2
2
年

度
予

算
（
案

）3
9
回

大
会

分

和
文

誌
3
7
-
1
制

作
費

、
前

年
度

事
業

未
払

繰
越

金
よ

り
支

出
備

考

備
考

会
報

4
号

分

会
員

向
け

メ
ー

リ
ン

グ
リ

ス
ト

等

研
究

部
会

4
件

（
各

5
万

円
）

2
1
年

度
は

会
報

発
行

費
を

含
ん

で
い

た

2
1
年

度
は

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
利

用
料

を
含

ん
で

い
た

日
本

行
動

計
量

学
会

自
 平

成
2
2
年

4
月

1
日

至
 平

成
2
3
年

3
月

3
1
日


